
「あ、雪だ/」 

少年が とつぜん 叫んだ。 

そのとおり、ずっしりと重い空か 
らチラチラと舞いおりて来た白いも 
のは、人々のひたいや肩にとまって、 
フワリと溶けた. 0 

この年、はじめての雪なのであっ 
た。 

鉛色の空は、果てしなくつづき、 
これからの道中のきびしさと苦しさ 
を一そぅ人々の胸に思いおこさせる。 

雪——と知ったときから、にわか 
に寒さが増し、ふみしめる大地から 
の冷気がジーンと足の裏にしみるよ 
うに 感じられる。 

がしかし、雪は、チラと寸時舞い 


かけたのみで、すぐやんだ。 

まだ冬ではないのだ。秋の終り— 
それは冬が間近かに迫ったささやか 
な前ぶれであったょう だ。 

「あ、雪だ/」 

という 少年の声につづく声は•なか 
った。ただ声ならざる声——うめき 
ににたためいきがそこここからもれ 
ただけである。 

二千名近い大群衆の中で、「あ、 

雪だ/.」という少年の声に答ぇる余 
裕のあるものも、また逆に叱りとば 
す元気のあるものもいなかった。お 
となたちは過ぎ来し年月とこれから 
の長い旅を思いやり、子どもたちは 
つかれ切っていた。 

出雲族千八百——、みやこをすて、 
信*をすぎ、越の国(富山県)を通 


つて、とおくみちのくへおちのびよ 
うとしている。 

「かわろう か」 

弓月はかたわらの玉櫛をみていっ 
た。 

「いえ、 もう少し」 

玉櫛は腕の中の赤児を、あらため 
て抱きしめる。吉野山から、伊賀を 

こえてさまようこと何十日-よう 

やくこの出雲族の一団に出会ってそ 
の群れに身を投じたものの、それは 
弓月と玉 櫛にはまだ見た こと も、考 
えた こと もない土地への旅であった。 

いや、弓 月と 玉櫛だけではない。 

千八百の出雲族すベての人々にとっ 
ても、それは見知んぬ土地への旅立 
ちなのである。 

ただ、みやこを去るはるかな北の 
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くに I そこに、まだ大和朝廷の勢 
力及ばぬくにが あるときいての旅で 
ぁった。 

みちのく-^のことばは ま/』、 

「みちのおく」を意味する。文字 ど 
おりそこは日本の果て、蝦夷(えぞ) 
といわれる民族が住むという。が、 
そのみちのくの先、海を越えた彼方 
には広い島かいや島というには* 
まりに広い 「くに」 がある。 きたぐ 
にの怒濤を越え，たその先の島に、か 
つて白雲わき上る日本海を見下ろ 
してそびえた「心の御柱」とあの荘 
大な出雲大社を 、もう一度つくり /J 
いそしてあの銅鐸の妙なるしらべ 

を、七ゆくまでなりひびかせたい_ 

その思いが、その幻想が、千八百の 
人々の足を、かろうじて前へ、前へ 
とふみしめさせている力であった。 

すでに大化の改新の威力は、畿内 
から四国、九州にまで あまねくいき 
わたったいま、残るはまだ見ぬみち 
のくとその先に横たわる蝦夷の地 
のみとなつた。 いく 千の出雲族の中 
にはとうの昔に 大和民族と名のった 
騎馬民族の もとに 恭順し、 そしてい 
つ 力 おた 力い の血か まじりあつて、 


自ら出雲族である ことを^ a はて、 
あるいは知りもしない人たちが 出て 
いる。 

そぅすれば少く ともこのよぅな苦 

労はせずにすむものを-なにゆえ 

かたくなに出雲の夢をみつづけな ナ 


の山中で、 まだ充分に傷いぇぬ弓 月 
に向かってほのおの ょぅなことばで 
かたった玉櫛の顔が浮かんでくる。 

憎い/万感の思いをこめて玉櫛 
はそういった。天にそびえる出雲大 
社を朝に夕に仰ぎつつ農耕にいそし 



れば ならないのだろぅか——。 

おれは-と弓月は思ぅ。おれ i 

単純だ、おれは あの銅鐸の音に 魅せ 
られたから だ。だが、 たとえば玉櫛 
は。出雲族の娘としての玉櫛の 
考え方は—そう思うと、あの 伊賀 


んでいた平和を、 なにゆぇ他の国 か 
ら渡って来た異民族のため ふみにじ 
られ々ければならないのか—— 、そ 
れは親から子へ、子から 孫へ かたり 
つがれ、うけつがれて来た 出 雲 族の 
いまや怨念とさえな つた S ハであつ 


越の国から北へ—暗い海、あゎ 
だつ波。しかし、この波はあの出雲 
へつづく日本海。そしてそこに'は… 
…玉 櫛と出 雲 族の思い U そこでふた 
たびあの出雲大社へと回帰する。 

北へ/そこでもぅ一度あの神長 
祭政に ょる 出雲大社を復活す るのだ。 
出雲族の王国を建設す るのだ0 

北へ/ 出 雲族平八百。 老いも若 
きも黙々と歩む。 

夜 I 男たちは山へ入り、四つ足 
獸のいくひきかをとらえ' 女たちは一 
ささやかな火をおこす。秋の 終り、 135 
獲物のかずは日 ましに 或って くる。| 
果して、これで、いや冬まで、 みち 
のくまで、まぼろし.の出雲王国まで 
もちこたえることができる のだろぅ 

/to 

力 

ゎずかなほ.だ 火が 弓 月と 玉 櫛の顔 
を照らす。人々は語らない。 語る 言 
葉はもはやない。ただ玉櫛の胸の赤 
児だけが片言で何かつぶやいて いる 
のみ だ。 赤児はいい。山で、産みお 
としたばかり，の子を死なせた女が、 
いまこの子に乳をのませて くれたと 
ころなのだ。 



千 八 百の中で、腹一杯なのは、お 
前だけかもしれぬな。弓月は心の奥 
でつぶやいて、生焼けの兎の足の肉 
をく いちぎつた。 


闇にうっ すらと 島の 影が、見える。 
が、それも波の間に間にうかんでは 
消える。佐渡という。能登軍団の隊 
長•白布は絶壁の上に立ってじっと 
佐 渡の影をみつめる。 昔——何百 年 
か 前、 白布の祖先たちが、遠く朝鮮 
から 馬と共に長い旅をつづけて東へ 
向かい、九州の地を発見したのも、 
あるいはこんな夜だったのか もしれ 
ない。 波間に浮き沈み する 陸地を発 
見したとき、騎馬民族の祖先たちは 
どんな思いがした ことだろう か。 

とつぜん、暗い海と佐渡の影が、 
さあ—っと闇に 沈んだ。 弓 月の後で 
天をも焦かすょうな火が燃え上がっ 
たからだ。 

弓月はしずかにふりかえる。能登 
軍団の配下が、：；ま、一兀の軍団の小 
屋にかたっぱしから火をつけている 
のである。 

能登軍団が能登軍団の小屋に火を 


かける。そうだ、 白 布は二度と ここ 
へかぇる気はないのだ。中大兄皇子 
の命をうけ、みやこから ここまで I 
直線にかけつづけた白布は、 まず自 
分たちの古い館をやく。 

もはや我々には不要だ。かつて大 
和朝廷の秘密軍団としてあつたとき 
こそ能登軍団の名の意味はあつた。 

が、大化改新のため人々の前に、そ 
のものすごい破壊力でもつて姿をあ 
らわした以上、能登軍団は秘密軍団 
ではなくなつた。 

白布ののぞみはひとつ。首尾ょく 
みちのくへにげた出雲族をうちはた 
し、出来れば、みちのくから蝦夷に 
すむ「蝦夷民族」を恭順させたあか 
つき、 能登軍団を大和朝廷の正規軍 
たらしめること、これである。 

一つ、また一つ、能登軍団の館は 
紅蓮の炎につつまれていく。 

「ょうし、女たちをつれてこい/」 
白布は炎のてりかえしでまっかに 
なった顔で叫ぶ。 

やがて、海岸の岩場から、泣くこ 
とさえ忘れはてたような女たちの一 


中心の騎馬民族が、ここで子孫をふ 
やすため、.まさしく子を産む道具と 
してのみ力どわかしてきた女たちで 
あった。 

「火の中へたたきこめ」 

先頭の女が、まず、軍団員の手に 
ょって、もえさかる炎の中へ ほうり 
こまれる。 

そのとき、はじめて死んだょうに 
ただ茫然とたっていた女たちの口か 
ら悲鳴が上がった。 

「かまわん、たたきこめ/」 

にげる女、追う男、その影が、炎 
の中でもつれあった。そして、次々 
と火の中へなげこまれる女の影、あ 
るものは断崖から身を投じていく… 
…いっときが すぎた とき、 白布のま 
わりには、燃えおちた小屋のくすぶ 
るけむりと、黙々と整列する男たち 
の姿だけがあった。 

「よし、出発 だ」 

白布はそれだけをいってパッと禹 


ホ—ムランミックス 

新書判•各ニニ〇円 

水木 しげる•読 切長篇 
つ ぼ(壺) 
夜の草笛 
諏訪栄•代表短篇集 
陰に棲む者 
つげ義春•代表短篇集 
噂の武士 

〒五冊迄七〇円 
現金で御送金下さい 

申込先 

•* 京都千代田区神保町| の55 
株式会社青林堂 

ホ—ムラン係 


ダィヤモンド•コミックス 

白土三平傑作選集 

贪風記 
赤 目 
真田剣流！ 2 • 3 
忍者旋風！ 2 

各卷送料共二四〇円 

申込先—東京都千代田区神田 
神保町一の五五 青林堂 
ダイヤモンド係 


にのつた。 

「北へ/」 

ピシリ、ムチが鳴つて、あとは白 
団が、軍団員につきとばされながら布^:!一散にかける。北へ/•出雲族 
やつて くる。 出震の女たち だ。 男の最後の一人の息の根をとめるため 
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に、そして、新しい蝦夷民族と騎馬 
民族の勢力下におくために——、白 
布は馬を馳る/そのあとを、馬蹄 
のみひびかせて能登軍団の騎馬隊 が、 
風の如くつきしたがって走った。 
北へ/ 


/IV 

六五九年(斉明天皇五年)、「道奥 
国司」「道奥蝦夷」ということばが 
あらわれるところから「道奥国」あ 
るいは「陸奥 国」 という 地名がおそ 
らく大化改新のときに設置されたの 
ではないかと推定され る。 大化改新 
のさい、東国八道に国司が任命され 
ているが、それは相模、武 蔵、上総、 
下総、常陸、上野、下野、睦奥では 
ないかという考えもあるし、『古事 
記伝』には、崇神朝、景行朝に見ぇ 
る「東方十二道」とは、伊勢、 尾張、 
参 河、 遠江、駿河、甲斐、伊豆、 相 
模、武蔵、総、常陸、陸奥であると 
している。みちのくとは、.東国の直 
の奥の意であって、 現在の栃木県. 
福島県•宮城県あたりを さした も C 
てはないかとおもわれる。そして新 
潟県北部から山形県、秋田県.にかけ 


ては、前者の国々よ9も、ずっと開 
発がおくれていたもののようだ。 

道の奥に対するに、秋田、山形あ 
たりは出羽とよばれるが、出羽とは 
-いでは」、つまり「出端」で、、 

わばこれはまったくの辺地といった 
意味だ。 

そして、そこに住む蝦夷について 
は『日本書記』によ札ばこうなる。 

東夷は、性質凶暴で、侵犯を事 
とする。 山には邪神が おり、 野には 
悪鬼がいて人を苦しめる。蝦夷が も 
っとも強大である。男女は 雑居し、 
父子の区別もない。冬は丈こ； 百り 、I 
夏は巣に住む。毛皮を着、血を のむ 

という . 。 

果たして、北へ進む出雲族の誰が 
そのことを知っていたのだろう か。 
いや彼らは何もしらないのであろ 
うか。北進する出雲族の道が蝦夷の 
国へつづくものであるとすれば、そ 
，こで彼らは如何にして出雲の 王国建 
設の度を果た L 得ると考えているの 
だろ、っか。いや、もし前方にひかえ 
る暇夷を怖れたとしても、 皮ら には 
もはやひきかえす道はないのだ。ひ 
きかえせば大和朝廷の殺りくが 待つ 



のみであることを誰よりも彼らはよ 
く知つているのだ。 

信濃川は濁流を満々とたたえてい 
た。長老の手が上がると、男たちは 
黙々と山へ人.り、木を伐つていかだ 
をあんだ。 

千八百の出雲族が、数十のいかだ 
に分乗して、 さかまく 濁流におし入 
る。 

弓月も玉櫛と赤児をいたわるよぅ 
にして出雲族三十人あまりのいかだ 
の一つ.にのりこんだ。それ/男た 
ちは一せいにこぎはじめる。 だが、 
その力にもまして濁流の流れくだる 
力は強い。 

いかだは、さあ一つと流れにおし 
ながされ、しかし、それでも少しず 
つ、対岸へと近づいていく。どどお 
—つ、その音は濁流の中で木と木を 
むすびあわせていたつたの切れたい 
かだが分断される音であつた。 

一つ、又一つ、いかだはこわれて 
人々はあつといぅ間に濁流の中にほ 
うり 出される。 一瞬、 その顔が手が 
波間にみえて、やがてつい今までい 
かだにくんであった 丸太の みが 流れ 
くだ'っていく0 


「助けてくれ」の声もない。又 
助ナ ょぅとす るものもない。死んで 
いくものも、それを見守るものも、 
いま他人に対して何一つ手出しの出 
来ない自分を知っているのだ。 

それでも、多くのいかだは濁流を 
のり切って対岸へ流れついた。そし 
てまた、長い行進がはじまろぅとす 
る。 

その前、長老の手が上がっで、い 
かだにくんだ丸太の一つ一つがバラ 
バラにときほぐされた。そしてそ 
の中の一番長い丸太が、•しずかに信 
濃川の岸辺に立てられた。 

高く はなかった。わずかに人間二 
人分ほどのその丸太は、それでも信 
濃川の濁流を見下して立つには充分 
だった。人々はその丸太の前にひざ 
まずいた。， 

長老と、二三人の男たち が、 その 
丸太の根元に白い布でつつんだ'もの 
をおくと、 長老がそっとその布を と 
っ/ , 〇 中から、キラリと それ 自身光 
る ものか あら. われた 
「銅鐸だ/」 

弓 nr i なにか、レがひきしまるもの 
をおぼえた。 


八雲たつ 
出雲白雲 

海にたつ 
七重地の雲 
八重天の雲 

しずかな合唱がはじめられた。そ 
してゴオオン、オン、あの、七の底に 
しみとおる ょぅな音色がひびきわた 

つた。 

かつて、雲にそびぇた心の御柱は、 
いま水にぬれたいかだの丸太であつ 
た。かつて.ゆたかな農耕の民として 
さかぇた出雲族は、いまは流亡の民 
であつた。かつて、全国いたるとこ 
ろでみられた銅鐸は、いま、そのほ. 
とん どは土の中であつた。しかし、 
ただ一つ、守りつづけられて来たこ 
の銅鐸のひびきだけは、何百年の年 
月にもかわることなく、出雲族の心 
の大いさを示して信濃川の濁流の上 
をひびいていつた。 

そのとき、 弓月は、 いま 越して来 
たばかりの信濃川の向こぅ岸へ、 ど 
どつと かけつけて来た騎馬隊をみた。 

先頭に指揮する、 白， い布を背負つ 
た男——0 


「能登軍団が来たぞ/いそげ/•」 

弓月は叫んだ。 

かけて来た能登軍団は、そのまま、 
一気に馬を信濃川へのり入れたょぅ 
であった。 

出雲族はにわかに歩をはやめた。 
銅鐸はすばやく布でつつまれ、 長老 
と共に列の先頭をはしった0 

「玉櫛、おれは一番あとからいく」. 
弓月は列の一番後にまわった。少 
しでもやつらをくいとめる。阿賀野 
川を渡れば、蝦夷の国 だ。 そこまで 
いきつけば、何とか…… 。 T 
.弓月は列の最後尾から、信濃川へ138 
おどりこんだ能登軍団をみつづけた。一 
出 1¢族を苦しめた信濃川の濁流は、 

能登軍団に対しても同じ勢いで対し 
ていた。 

濁流にのりこんだ能登軍団の先頭. 

のものたちは、川を三分の一ほど進 
んだところで、あっといぅまに馬^ 

ろともおし 流された。その数二十か 
三十/ 

しめた、弓月はほっと眉をひらい 
た。いかだをつくる にしても、 奴ら 
は馬も渡さなければならないの だ。 
時間がかかるぞ。ょしこのヒマに/. 








C ^月は、最後尾でょろめく崖族ら渡れるとい、っのか」 I っこ。う、 、 r ご U 、 
の女たちを、にわかにせき立てはじ 「ゎごぐ。ご，、、、 i あ/,力少しても山へ 
めた。 す、、匕匕 Mu ^ いては入っていれば一山道では騎最の 
) すく能登軍団においつかれてしまう動きもにぶるだろう。 

g T 」「 S と茂る大原始林の中へ、出雲 
じ^ M そ i 信 f 同長^ r た。出震は' 阿賀百はあてもなくもぐりこみは 
「上 innc ぃてぃた野 JII ;; そ、 って JJ へ向かぃはじめた。弓月はまた列の—まゎった。 

弓月は先頭へかけつけて叫んだ 〇 n で , こそしてやかて S ふもとにおしょせ 
「しかし…… て步レレの 力 そ4.はわ 力ら る馬蹄のひびきを きいた。 

団：お V つ力れる力それも時間の乱れた。 悲鳴がわきおこった。 




めた。 


四 


「弓月/こ 

呼んだ のは 玉櫛の声だ。 と共に、 
だっと逆おとしのように出雲族の I 
団が坂をかけおりてぐる。 

どうしたァ / L - 

弓月は先頭へ向かって叫んだ。 

「鬼だ/こ 
「なにっ/- 

さつと人々をかきわける よ、.っこし 
て坂の上へとんだ弓月は、 そこに見 
た/ 

原始林の木の間木の間に 立ち並ぶ 
人々の姿を——、それは黑いひげで 
顔の ほとんどを おおいつくし、 ギラ 
ギラと輝くような目をもった男たち 
だった" 

男たちの手には、一斉に矢をつが 
えた 弓が もたれ、そして、 そのうし 
ろから、原始林をゆるがす ような氏 
い太鼓の音が 聞こえはじめた。 
蝦夷でぁった。 

蝦夷の男たちは一歩前へ進んだ。 
そして弓月は、坂道をかけ 上る騎馬 
隊のひびきを、太鼓の音と同時にき 

いていた。 

(つづく) 





